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DAY 1
伊部

散乱を原子として考えました。

※最外殻電子は使わないでね。
「内側でも数10％くらいは計算不定性あります。」

測ってね。

内殻 確率小 Ee大
外殻 確率大 Ee小



風間

2017年の伊部論文を受けて、流行ってます。

ヤバさは認識して使いましょう。「発見能力はないけど」ぶっちぎれます



Pawel nativeはこんな“MIGDAL“も可。 原子核反跳のMIGDALがmissing!!!

こういうの見たい。

コリメータも凝りました

議論：BG BG BG！！！



中村

特徴的な信号：2クラスター!

手持ちでソッコー行けんじゃね?
hopefully キラープロット



• 物理（理論）
• 計算 原子核・密度依存 実験（α崩壊 β崩壊 β+崩壊）との比較

• 計算精密化 簡単な電子配置を使っている dipole transitionとの比較で確認可能か。
• 反跳エネルギーが大きくなるともう少し精度を上げる。

• Migdal anomaly?
• あまりないだろう。

• 特徴的な信号
• １S stateだと原子核反跳と電子の方向がそろう。
• 特性X線でドップラーが見えないか? (v/c=1e-4程度)難しい。

• 物理（DM探索）
• XENONnT

• 観測
• 戦略
• ビームライン
• 他実験（α崩壊 β崩壊 β+崩壊など）
• シミュレーション

• BG（中性子と実験室、Xe、、、）
• 遮蔽設計

• 検出器
• Ar、Xe、Si F、、、

「発見能力がない」
→なんで、どうしたらいい? ： 水越

「手持の技術でサクッと」： 吉田・池田

XeのBG：亀井

サーベイ：東野

BG測定結果：島田

庄司 The Migdal effect in semi-conductors
中野 dark photon mediator模型

中村

「DM検出するより難しいんじゃね?」
→ 終わりの言葉：関谷

（飛び込み講演）永田


